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市
内
の
空
間
線
量
率
観
測
結
果 

～
４
月
も
通
常
の
範
囲
内
で
し
た
～

　
毎
日
午
前
９
時
に
、
上
越
地
域

消
防
事
務
組
合
管
内
の
各
消
防
署

に
お
い
て
、
地
上
１
メ
ー
ト
ル
で

測
定
し
た
値
（
月
間
の
平
均
値
、

最
小
値
、
最
大
値
）
は
、
い
ず
れ

も
通
常
の
値
で
あ
る
毎
時
０
・
０

１
６
～
０
・
１
６
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
の
範
囲
内
で
し
た
。

問
環
境
政
策
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
９
０
）

上
越
市
表
彰
の
候
補
者
を

推
薦
し
て
く
だ
さ
い

　
11
月
に
予
定
し
て
い
る
「
上
越

市
表
彰
」
の
候
補
者
の
推
薦
を
受

け
付
け
ま
す
。

対
市
政
の
進
展
、
産
業
の
振
興
、

文
化
の
向
上
、
市
民
の
福
祉
の
増

進
な
ど
に
尽
く
し
、
そ
の
功
績
が

著
し
い
個
人
ま
た
は
団
体　
※
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
身
近
な
と

こ
ろ
で
地
道
に
活
動
し
て
い
る
人

や
団
体　
他
○
推
薦
で
き
る
人
＝

市
内
に
住
所
が
あ
る
人
（
自
薦
不

可
）、
町
内
会
長
、
各
種
団
体
の

長　
○
推
薦
方
法
＝
推
薦
書
、
功

績
調
書
な
ど
の
関
係
書
類
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
６
月
３
日
㊊
～

７
月
19
日
㊎
の
間
に
、
メ
ー
ル
ま

た
は
郵
送
で
秘
書
課
へ
。
関
係
書

類
は
秘
書
課
、
各
総
合
事
務
所
、

南
・
北
出
張
所
に
あ
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す　
○
選
考
方
法
＝
表

彰
審
査
会
の
審
査
を
経
て
、
被
表

彰
者
を
決
定
し
ま
す　
※
推
薦
い

た
だ
い
た
候
補
者
が
全
員
表
彰
さ

れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん　

申
問
秘
書
課
（
〒
943
・
8601 

木
田

１
・
１
・
３
☎
０
２
５
・
５
２
０
・

５
６
１
２
、

hisho@
city.

joetsu.lg.jp

）

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

　
崖
崩
れ
や
地
す
べ
り
な
ど
の
土

砂
災
害
は
、
一
瞬
の
う
ち
に
尊
い

命
や
財
産
を
奪
い
ま
す
。

　
万
が
一
に
備
え
、
各
町
内
で
防

災
訓
練
の
実
施
や
土
砂
災
害
の
危

険
箇
所
・
避
難
経
路
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
大
雨
の
際
に
は
土
砂

災
害
の
避
難
目
安
と
な
る
「
土
砂

災
害
警
戒
情
報
」
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
県
の
「
土
砂
災
害
警
戒

情
報
シ
ス
テ
ム
」（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
「
新
潟　
土
砂
災
害
」
と
検

索
）
で
、
土
砂
災
害
情
報
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
山
や
崖
な
ど
で
異
常
を

見
付
け
た
と
き
は
、
問
合
わ
せ
先

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
河
川
海
岸
砂
防
課（
☎
０
２
５・

５
２
０
・
５
７
８
０
）、
各
総
合

事
務
所
、
上
越
地
域
振
興
局
妙
高

砂
防
事
務
所
（
☎
０
２
５
５
・
７

２
・
４
１
４
２
）

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

へ
の
登
録
を

　
災
害
時
の
安
否
確

認
や
避
難
所
ま
で
の

誘
導
な
ど
の
支
援
を

迅
速
か
つ
円
滑
に
行
う
た
め
、
支

援
が
必
要
な
人
の
登
録
を
行
っ
て

い
ま
す
。
名
簿
は
町
内
会
や
警
察

署
、
消
防
署
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
提
供
し
、
災
害
時

に
お
け
る
避
難
支
援
に
役
立
て
ま

す
。
登
録
を
希
望
す
る
人
は
手
続

き
が
必
要
で
す
。

対
本
人
や
家
族
の
支
援
だ
け
で
は

避
難
所
へ
行
く
こ
と
が
困
難
な
在

宅
の
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
当

て
は
ま
る
人

・
65
歳
以
上
の
人
の
み
の
世
帯

・�
介
護
保
険
で
要
介
護
３
以
上
の

認
定
者
、
障
害
の
あ
る
人
、
難

病
の
あ
る
人
な
ど

申
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

を
経
由
し
て
登
録
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
※
登
録
に
は
個

人
情
報
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
同

意
の
記
載
が
必
要
で
す　
問
生
活

援
護
課
（
☎
０
２
５
・
５
２
０
・

５
６
９
７
）

日
本
赤
十
字
社
に
加
入
を

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
国
内
外

の
被
災
地
に
お
い
て
、
医
療
救
護

活
動
や
救
援
物
資
の
配
付
、
義
援

金
の
募
集
・
受
け
付
け
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

日
本
赤
十
字
社
へ
の
加
入
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

費
協
力
金
＝
５
０
０
円
（
目
安
）　

申
問
福
祉
課
（
☎
０
２
５
・
５
２

０
・
５
６
９
３
）
※
加
入
の
申
し

込
み
は
、
町
内
会
に
取
り
ま
と
め

を
お
願
い
し
て
い
ま
す

道
路
上
に
は
み
出
し
た 

樹
木
な
ど
の
剪せ

ん

定て
い

を

　
私
有
地
か
ら
道
路
上
に
樹
木
な

ど
が
は
み
出
し
て
い
る
と
、
通
行

の
支
障
に
な
り
大
変
危
険
で
す
。

土
地
の
所
有
者
ま
た
は
管
理
者
は

点
検
を
行
い
、
剪
定
を
す
る
な
ど

適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
道
路
課
（
☎
０
２
５・５
２
０・

５
７
６
９
）

道
路
に
工
作
物
や
乗
り
入
れ
口
を

設
け
る
場
合
は
申
請
を

　
道
路
へ
の
工
事
用
の
足
場
の
設

置
、
歩
道
の
縁
石
の
撤
去
、
側
溝

に
蓋
を
か
け
る
な
ど
し
て
乗
り
入

れ
口
を
設
け
る
な
ど
の
工
事
を
行

う
際
は
、
事
前
に
道
路
管
理
者
の

許
可
が
必
要
で
す
。
申
請
後
、
許

可
書
が
発
行
さ
れ
る
ま
で
２
週
間

程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
問
道
路
課（
☎
０
２
５・５
２
０・

５
７
６
９
）、
各
総
合
事
務
所

７
月
26
日
㊎ 

上
越
ま
つ
り
大
花
火
大
会

●
ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
集

　
花
火
を
提
供
し
て

い
た
だ
け
る
企
業

と
、
慶け

い
祝し

ゅ
く

を
記
念
し

て
花
火
を
打
ち
上
げ

る
市
民
の
皆
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。

他
花
火
の
種
類
＝
打
上
げ
花
火
、

仕
掛
け
花
火
（
ス
タ
ー
マ
イ
ン
）

費
１
発
当
た
り
の
金
額

○�

３
号
玉
＝
６
５
０
０
円
※
３
発

以
上
に
限
る

○
５
号
玉
＝
１
万
８
千
円

○
７
号
玉
＝
３
万
６
千
円

○
10
号
玉
＝
７
万
２
千
円

○
ス
タ
ー
マ
イ
ン
＝
21
万
円
～

申
６
月
10
日
㊊
ま
で
に
問
合
せ
先

●
観
覧
席
を
販
売

所
船
見
公
園　
費
１
席
２
千
円　

定
２
０
０
席
（
抽
選
）　
申
７
月

５
日
㊎
ま
で
に
問
合
せ
先

問
い
ず
れ
も
直
江
津
祇
園
祭
協
賛

会
事
務
局（
上
越
商
工
会
議
所
内
、 

☎
０
２
５
・
５
２
５
・
１
１
８
５
）

詳しくは




